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弘
果
及
び
津
軽
り
ん
ご
市
場
に
お
い
て
４

月
28
日
、
令
和
７
年
産
り
ん
ご
の
止
市
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

７
年
産
り
ん
ご
は
、
大
雪
に
よ
る
枝
折
れ

等
の
雪
害
、
干
ば
つ
の
影
響
か
ら
全
体
的
に

小
玉
傾
向
、
９
月
の
暴
風
に
よ
る
落
果
や
樹

上
被
害
、害
虫
（
ナ
シ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
・

カ
メ
ム
シ
）
に
よ
る
被
害
果
も
多
く
、
鳥
、

熊
に
よ
る
食
害
等
が
生
産
面
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
結
果
、
入
荷
量
は
前
年
を
下
回

り
ま
し
た
。
販
売
面
で
は
、
他
県
産
り
ん
ご
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津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会
女
性
部
（
木
村
イ
ク
子

部
長
）
は
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
４
月
23
日
、
板
柳
町

多
目
的
ホ
ー
ル
「
あ
ぷ
る
」
に
お
い
て
、
会
員
お
よ
び
関

係
者
約
１
２
０
名
が
出
席
す
る
中
、
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
部
は
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会
設
立
の
２
年

後
、
女
性
な
ら
で
は
の
意
見
交
換
や
親
睦
を
深
め
る
場
と

し
て
の
組
織
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成

８
年
５
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。「
部
員
相
互
の
連
絡
を

部
長　

吉
田
匡
克　

だ
る
ま

生
産
組
合
（
再
任
）

副
会
長　

五
十
嵐
剛　

だ
る

ま
生
産
組
合
（
再
任
）、

三
浦
彰
仁　

丸
新
出
荷
組
合

（
再
任
）

会
長　

相
馬
義
彦　

Ｔ
Ｍ
Ｔ

（
再
任
）

副
会
長　

石
田
健
作　

清
野

袋
蔬
菜
生
産
出
荷
組
合
（
再

任
）、
北
畠
孝
文　

松
倉
そ

菜
出
荷
組
合
（
再
任
）

弘
果
地
場
や
さ
い

弘
果
地
場
や
さ
い

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

会
長　

林
徳
昭　

弘
下
・
下

湯
口
り
ん
ご
研
究
会（
新
任
）

副
会
長　

美
濃
又
伸
悟　

葛

原
出
荷
組
合
（
新
任
）、
齊

藤
國
弘　

狼
の
森
出
荷
組
合

（
新
任
）、
水
木
將
夫　

大
鰐

地
区
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

（
再
任
）、
田
中
一
幸　

三
好

出
荷
組
合
（
新
任
）、
工
藤

浩
文　

マ
ル
弘
十
面
沢
出
荷

組
合
（
再
任
）

安
全
安
心
委
員
長　

小
山
内

清
悦　

中
別
所
出
荷
組
合

（
新
任
）

部
長　

成
田
勝
子　

乳
井
第

一
出
荷
組
合
（
新
任
）

副
部
長　

對
馬
智
子　

折
笠

マ
ル
一
出
荷
組
合
（
再
任
）、

佐
藤
真
弓　

折
笠
マ
ル
一
出

荷
組
合
（
新
任
）

部
長　

鳴
海
勝
一　

ヤ
マ
独

出
荷
組
合
（
新
任
）

副
部
長　

工
藤
公
則　

広

船
第
一
出
荷
組
合
（
再
任
）、

吉
澤
哲
郎　

吉
川
丸
吉
出
荷

組
合
（
新
任
）

会
長　

小
関
清
隆　

マ
ル
関

出
荷
組
合
（
再
任
）

副
会
長　

楢
木
正
美　

丸
和

出
荷
組
合
（
再
任
）、
安
田

勉　

ド
リ
ー
ム
出
荷
組
合

（
再
任
）、
棟
方
孝
則　

菖
蒲

川
出
荷
組
合
（
再
任
）、
木

村
由
則　

西
友
会
（
再
任
）

部
長
　
木
村
イ
ク
子　

建
石

ア
ッ
プ
ル
会
（
再
任
）

副
部
長
　
会
津
夏
子　

丸
隆

ア
ッ
プ
ル
（
再
任
）、
増
田

百
合
美　

笹
舘
林
檎
支
会

（
新
任
）

部
長
　
村
山
誠
也　

狐
森
か

が
や
き
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
部
長
　
木
村
邦
裕　

こ
う

の
と
り
出
荷
組
合
（
再
任
）、

出
町
文
人　

樹
の
会（
再
任
）

弘
果
り
ん
ご

弘
果
り
ん
ご

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会
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部

女

性
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弘
果
り
ん
ご

弘
果
り
ん
ご

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

女

性

部

女

性

部

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

青

年

部

青

年

部

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
産
連
絡
協
議
会

生
産
連
絡
協
議
会

青

年

部

青

年

部

成田勝子新部長鳴海勝一新部長

林徳昭新会長

弘

果

花

き

弘

果

花

き

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

会
長　
　

髙
杉
成
春（
再
任
）

副
会
長　

中
村
正
広（
再
任
）

青

年

部

青

年

部

弘
果
り
ん
ご

弘
果
り
ん
ご

連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団
体
（

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団
体
（
1010
団
体
）
で
は
、
３
月
下
旬

団
体
）
で
は
、
３
月
下
旬

か
ら
４
月
下
旬
に
か
け
て
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

か
ら
４
月
下
旬
に
か
け
て
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

　

各
団
体
の
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

収
支
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計
画
案
・
予
算
案
に
つ
い
て
審

収
支
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計
画
案
・
予
算
案
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
左
記
９
団
体
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
も

　

尚
、
左
記
９
団
体
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

生

産

者

団

体

定

時

総

会

開

催

生

産

者

団

体

定

時

総

会

開

催

表彰された歴代部長 ( 左 ) と功労者の方々 ( 右 )表彰された歴代部長 ( 左 ) と功労者の方々 ( 右 )

創
立
三
十
周
年
の
節
目
祝
う

創
立
三
十
周
年
の
節
目
祝
う

令和７年産りんご止市令和７年産りんご止市
も
高
温
に
よ
る
品
質
の

低
下
や
、
着
色
不
良
の

影
響
で
出
荷
が
遅
れ
た

こ
と
か
ら
、
青
森
県
産

り
ん
ご
へ
の
期
待
が
高

ま
り
、
早
生
種
か
ら
国

内
で
の
引
き
合
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
玉
や
良
品
物
の
入
荷
が

少
な
く
全
体
的
に
品
薄
感
が
あ
り
、
上
実
か
ら
下
位

等
級
品
ま
で
堅
調
に
取
引
さ
れ
た
結
果
、平
均
単
価
、

取
扱
金
額
は
過
去
２
番
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
市
場
を
合
わ
せ
た
７
年
産
り
ん
ご
取
扱
数
量

は
、
６
２
９
万
６
９
８
箱
（
前
年
比
96
％
）、
１
箱

あ
た
り
の
平
均
単
価
は
６
４
６
０
円
（
同
95
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

両
市
場
と
も
７
年
産
取
引
の
最
後
を
飾
る
止
市
前

の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
挨
拶
、
手
締
め
、
乾
杯
で
景

気
付
け
を
行
い
、
競
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

弘

果

弘

果

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

弘果りんご止市弘果りんご止市津軽りんご市場止市津軽りんご市場止市

お
手
元
に
届
き
次
第
早
急
に

お
手
元
に
届
き
次
第
早
急
に

開
封
し
、
同
封
書
類
の
ご
確

開
封
し
、
同
封
書
類
の
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会
女
性
部

津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会
女
性
部

　

午
前
８
時
よ
り
行
わ
れ
た
止
市

に
は
７
８
７
８
箱
（
前
年
比
77
・

１
％
）
が
入
荷
し
、
買
参
人
約

２
０
０
人
、
生
産
者
約
３
５
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
１
部
工
藤
兼
人
部
長
は

７
年
産
の
販
売
に
つ
い
て
「
生
産

者
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
で
厳
し

い
栽
培
環
境
の
中
、
皆
様
の
努
力

に
よ
り
食
味
良
く
仕
上
が
っ
た
結

果
、
高
値
基
調
を
維
持
で
き
ま
し

た
」
と
締
め
く
く
り
、
８
年
産
に

向
け
て
「
雪
害
の
影
響
で
生
産
量

が
減
少
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

ま
す
。
高
品
質
で
食
味
の
良
い
り

ん
ご
生
産
を
維
持
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
産
の
取
扱
数

量
は
４
１
２
万
２
５
８
１

箱
（
前
年
比
93
・
９
％
）、
平

均
単
価
６
５
１
５
円
（
同

95
・
５
％
）、
取
扱
金
額
は

２
６
８
億
５
９
７
２
万
円
（
同

89
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
よ
り
行
わ
れ
た
止

市
に
は
５
１
９
５
箱
（
前
年
比

69
・
９
％
）
が
入
荷
し
、
買
参

人
約
70
人
、
生
産
者
約
３
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
彰
寿
取
締
役
営
業
部
長

は
７
年
産
の
販
売
に
つ
い
て

「
天
候
な
ど
の
要
因
で
、
様
々

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
食
味

良
く
仕
上
が
り
、
一
年
を
通
し

て
堅
調
に
取
引
さ
れ
ま
し
た
」

と
締
め
く
く
り
、
８
年
産
に
向

け
て
「
温
暖
化
の
影
響
で
栽
培

が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
高
品
質
で
食
味
の
良
い
り

ん
ご
生
産
に
励
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
産
の
取
扱
数
量
は

２
１
６
万
８
１
１
７
箱
（
前

年
比
１
０
０
・
４
％
）、
平
均

単
価
は
６
３
５
４
円
（
同

93
・
９
％
）、
取
扱
金
額
は

１
３
７
億
７
６
９
９
万
円
（
同

94
・
３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

密
に
し
、
教
養
を
高

め
、
農
家
経
済
の
安

定
と
所
得
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
地

域
と
の
交
流
と
親
睦

を
深
め
、
一
層
の
創

意
工
夫
を
図
る
」
こ

と
を
目
的
に
掲
げ
、

現
在
は
99
名
の
部
員

が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

式
典
で
は
木
村
部

長
が
「
創
立
30
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
、
諸
先
輩
方

の
功
績
に
改
め
て
深

い
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。
現
在
は
、

高
齢
化
や
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
課
題
に

直
面
し
、
部
員
数
も

減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、昨
年
『
婦
人
部
』

か
ら
『
女
性
部
』
へ
名
称

を
改
め
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
部
員

一
同
、
今
後
も
活
発
な
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
お
よ

び
り
ん
ご
産
業
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
歴
代
部
長
へ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
長
年

に
わ
た
り
役
員
を
務
め
、

部
の
発
展
に
貢
献
し
た
功

労
者
へ
功
労
賞
が
授
与
さ

れ
、
会
場
は
華
や
か
な
祝

賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

両 市 場 と も に 年 産 平 均 単 価・ 取 扱 金 額 過 去 ２ 番 目両 市 場 と も に 年 産 平 均 単 価・ 取 扱 金 額 過 去 ２ 番 目

５
月
中
旬
よ
り
発
送
！

５
月
中
旬
よ
り
発
送
！



ひ ろ か だ よ り （2）

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に

向
け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
う
へ
い

こ
う
へ
い

工
藤
　
耕
平

工
藤
　
耕
平
さ
ん
さ
ん

（38）（38）

【
園
地
所
在
地
】
大
鰐
町
駒
の
台

【
作
付
状
況
】
り
ん
ご
・
４
㌶

【
就
農
年
】
２
０
１
６
年

【
き
っ
か
け
】
り
ん
ご
農
家
に
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
は
家
業
に
対
し

て
特
別
な
思
い
は
な
く
、
高
校
卒
業
後
は

上
京
し
、
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
に
就
職

し
ま
し
た
。
仕
事
は
充
実
し
て
い
ま

し
た
が
、将
来
を
見
つ
め
直
す
中
で
、

故
郷
の
青
森
で
地
域
に
根
ざ
し
た
生

き
方
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
次
第

に
強
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
退
職
を

決
意
し
て
帰
郷
し
、
前
職
の
経
験
を

生
か
し
て
自
動
車
関
連
分
野
で
求
職
活
動
を
行

う
一
方
、
実
家
の
り
ん
ご
園
の
手
伝
い
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。日
々
の
作
業
を
重
ね
る
中
で
、

り
ん
ご
栽
培
の
奥
深
さ
や
や
り
が
い
に
魅
力
を

感
じ「
自
分
に
向
い
て
い
る
仕
事
で
は
な
い
か
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
自

ら
情
報
収
集
を
進
め
、
農
業
を
職
業
と
し
て
本

格
的
に
志
す
よ
う
に
な
り
、
家
族
と
十
分
に
話

し
合
い
を
重
ね
た
上
で
、
農
業
で
生
計
を
立
て

て
い
く
決
意
を
固
め
、
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
り
ん
ご
農
家
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た

り
、
栽
培
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
営
、
土
木
、

機
械
、
さ
ら
に
は
農
薬
に
関
す
る
知
識
な
ど
、

幅
広
い
分
野
へ
の
理
解
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
手

伝
い
を
し
て
い
た
頃
か
ら
、
こ
う
し
た
分
野
を

学
び
、
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
大
き

な
や
り
が
い
と
面
白
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

就
農
し
て
か
ら
は
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
の
重

さ
を
強
く
実
感
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
が

日
々
の
緊
張
感
と
向
上
心
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
一
つ
一
つ
の
作
業
に
全
力
で
向
き
合
い
、

よ
り
良
い
り
ん
ご
生
産
を
目
指
し
て
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
父
の
代
か
ら
一
貫
し
て
「
品
質

重
視
」
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

実
現
の
た
め
に
は
、
天
候
や
病
害
と
い
っ
た
栽

培
環
境
、
収
入
に
直
結
す
る
市
況
、
さ
ら
に
は

近
年
増
加
し
て
い
る
鳥
獣
被
害
な
ど
、
毎
年
大

き
く
変
化
す
る
状
況
へ
的
確
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
経
験
を

積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
情
報
や
知
識
を
常
に

更
新
し
な
が
ら
栽
培
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
品
質
重
視
」
の
姿
勢
を
貫
き
続
け

る
こ
と
こ
そ
が
、
り
ん
ご
栽
培
に
携
わ
る
喜
び

で
あ
り
、
同
時
に
り
ん
ご
の
価
値
を
高
め
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
座
右
の
銘
】「
特
別
よ
り
確
実
。
積
み
重
ね
が

信
頼
を
つ
く
る
」
前
職
で
の
経
験
か
ら
、
仕
事

で
価
値
を
生
む
の
は
一
度
の
大
き
な
成
果
で
は

な
く
、
日
々
の
業
務
を
安
定
し
て
や
り
遂
げ
る

力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
常
に
同
じ
品
質
で
成

果
を
出
し
続
け
、
小
さ
な
確
実
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
評
価
と
な
り
、
や
が
て
大
き
な
信
頼
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
信
頼
こ
そ
が
次

の
機
会
と
責
任
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
り
ま

す
。こ
の
考
え
を
軸
に
、仕
事
だ
け
で
な
く
日
々

の
行
動
に
お
い
て
も
、
確
実
な
一
歩
を
積
み
重

ね
て
い
き
た
い
で
す
。

　

当
社
で
は
、
サ
ン

キ
ス
ト
オ
レ
ン
ジ
の

魅
力
を
広
く
お
客
様

に
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
に
４
月
24
日
、

青
森
県
内
の
量
販
店

５
店
舗
に
お
い
て
試

食
販
売
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

サ
ン
キ
ス
ト
オ

レ
ン
ジ
は
、
強
い

甘
味
と
ジ
ュ
ー
シ
ー

さ
、
豊
か
な
風
味
が

特
長
で
す
。
一
般
的

な
オ
レ
ン
ジ
と
比
較

し
て
酸
味
が
少
な

く
、
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
甘
味
と
風
味

の
調
和
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
厳
格
な
品
質
基

準
の
も
と
で
選
別
さ

れ
て
お
り
、
糖
度
の

高
い
良
質
な
果
実
を
安
定
し
て

提
供
で
き
る
点
も
大
き
な
特
長

で
す
。

　

当
日
の
試
食
販
売
で
は
「
甘

味
が
非
常
に
強
い
」「
皮
が
薄

く
て
食
べ
や
す
い
」
な
ど
の
感

想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
お
子
様

か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い

層
の
お
客
様
よ
り
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
今
後
も
、
旬
の
野

菜
や
果
実
を
は
じ
め
と
す
る
魅

力
あ
る
商
品
を
積
極
的
に
提
案

し
、
お
客
様
に
新
た
な
食
の
価

値
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

サンキストオレンジ試食販売サンキストオレンジ試食販売

食味が好評な試食販売食味が好評な試食販売

　

弘
果
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
を
改
良
し
た
品
種
で
、
み
ず

み
ず
し
く
肉
厚
な
さ
や
と
、
パ

リ
ッ
と
し
た
食
感
、
程
よ
い
歯

ご
た
え
が
特
徴
の
緑
黄
色
野
菜

で
す
。
豆
が
成
長
し
て
も
硬
く

な
り
に
く
く
、
さ
や
ご
と
食
べ

ら
れ
る
点
も
魅
力
の
一
つ
で

す
。

　

弘
前
市
大
川
の
佐
藤
昭
弘
さ

ん
は
、
約
１
０
０
坪
の
ハ
ウ
ス

で
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
栽
培

し
て
お
り
、
４
月
28
日
か
ら
収

穫
・
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
栽
培
を
始
め
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
「
花
き
栽

培
を
中
心
に
経
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
経
営
の
幅
を
広
げ
た
い

と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
弘
果

農
産
指
導
課
か

ら
勧
め
を
受

け
、
４
年
前
か

ら
栽
培
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

比
較
的
手
間
が
か
か
ら
ず
、
生
育
も
早

い
た
め
、
現
在
の
経
営
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
生
育

状
況
に
つ
い
て
「
多
少
の
ば
ら
つ
き
は

見
ら
れ
る
も
の
の
、
概
ね
順
調
に
生
育

し
て
い
ま
す
。
収
穫
・
出
荷
は
６
月
中

旬
頃
ま
で
続
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
栽

培
管
理
を
徹
底
し
、
高
品
質
生
産
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
生
産
に

意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

尚
、
そ
菜
部
で
は
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
の
栽
培
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
そ
菜
部
ま
た
は
農
産
指
導
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

栽培管理を徹底し栽培管理を徹底し
高品質生産に高品質生産に
努める佐藤さん努める佐藤さん
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畔上凛花選手畔上凛花選手柏原明華選手柏原明華選手
土屋正恵選手土屋正恵選手 横濵汐莉選手横濵汐莉選手

引退セレモニーでは土屋選手から引退セレモニーでは土屋選手から
横濵選手へ花束が贈られました横濵選手へ花束が贈られました

シーズン成績報告会開催

　

弘
果
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ
後
援
会
で
は
４

月
21
日
、
同
ク
ラ
ブ
所
属

の
土
屋
正
恵
選
手
、
横
濵
汐
莉

選
手
の
活
躍
を
讃
え
る
成
績
報

告
会
を
、
弘
前
市
の
フ
ォ
ル

ト
ー
ナ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

成
績
報
告
会
に
は
、
弘
果

社
員
や
後
援
会
関
係
者
ら
約

１
３
０
名
が
出
席
し
、
冬
季
五

輪
へ
の
出
場
や
、
地
元
開
催
の

「
青
の
煌
（
き
ら
）
め
き　

あ

お
も
り
国
ス
ポ
」
を
は
じ
め
と

す
る
各
大
会
で
の
優
勝
や
上
位

入
賞
な
ど
、
輝
か
し
い
戦
績
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
り
、

土
屋
選
手
は
「
初
出
場
だ
っ
た

前
回
の
冬
季
五
輪
と
は
異
な

り
、
今
回
は
し
っ
か
り
と
走
り

切
っ
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。
今

季
限
り
で
競
技
を
離
れ
る
こ
と

も
考
え
ま
し
た
が
、
五
輪
を
は

じ
め
と
す
る
各
大
会
を
通
し

て
、
自
分
を
誇
ら
し
く
思
い
、

来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
日
本
を
代
表
す

る
自
覚
を
持
っ
て
、
国
際
大
会
を
は
じ
め

各
大
会
で
結
果
を
残
し
て
い
き
た
い
」と
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
総
括
と
来
シ
ー
ズ
ン
で
の

飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
会
で
は
、
今
季
限
り
で
競

技
を
引
退
し
、
退
職
す
る
横
濵
選
手
の
引

退
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ー
ム
で
苦

楽
を
共
に
し
た
土
屋
選
手
か
ら
横
濵
選
手

へ
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
横
濵
選
手
は

「
仕
事
と
競
技
の
両
立
が
思
う
よ
う

に
い
か
ず
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ

り
、
競
技
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
チ
ー
ム
や
仕
事
で
経
験
し
て

き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な

財
産
で
す
」と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
に
は
４
月
か
ら
、
畔
上

凛
花（
あ
ぜ
が
み
り
ん
か
）選
手〈
北

海
道
出
身
〉、
柏
原
明
華
（
か
し
は

ら
あ
い
か
）
選
手
〈
広
島
県
出
身
〉

が
新
た
に
加
入
し
ま
し
た
。
両
選
手

と
も
に
日
本
大
学
の
先
輩
で
あ
る
土

屋
選
手
に
憧
れ
、
弘
果
へ
入
社
し
ま

し
た
。
両
選
手
は
、
日
大
在
学
中
に

全
国
大
会
を
制
し
て
お
り
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所

属
選
手
が
３
人
と
な
っ
た
こ
と
で
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
３
人
一
組
の
距
離

リ
レ
ー
へ
の
出
場
が
可
能
と
な
り
、

２
０
２
４
年
以
来
と
な
る
優
勝
を
目

指
し
て
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
始

動
し
ま
す
。


